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井
伊
家
十
二
代
当
主
直な

お

亮あ
き

の
入

に
ゅ
う

部ぶ

（
藩

主
と
し
て
初
め
て
国
入
り
す
る
こ
と
）
に

際
し
、
歴
代
当
主
が
入
部
儀
礼
と
し
て

上
覧
し
た
足
軽
の
武
芸
稽
古
の
様
子
を
、

彦
根
藩
士
の
増
嶋
高
実
が
写
し
留
め
た

記
録
。
全
二
巻
か
ら
な
り
、
文
化
九
年

（
一
八
一
二
）
十
月
に
作
成
さ
れ
た
上
巻

に
は
、
七
代
直な

お

惟の
ぶ

・
八
代
直な

お

定さ
だ

・
十
代
直な

お

幸ひ
で

の
時
に
披
露
さ
れ
た
弓
と
鉄
砲
の
結
果

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
そ
れ
ぞ
れ
写
真
上

段
・
中
段
・
下
段
）。
各
足
軽
の
試
技
結

果
が
「
－
」（
的
か
ら
外
れ
る
）、「
○
」

（
的
に
命
中
）、「
●
」（
的
の
中
央
に
命
中
）

の
三
段
階
で
表
さ
れ
ま
し
た
。
藩
主
と
足

軽
が
公
的
に
初
め
て
対
面
す
る
儀
礼
の
実

態
が
う
か
が
え
る
と
と
も
に
、
各
時
期
に

お
け
る
足
軽
組
の
構
成
員
全
体
も
判
明
す

る
大
変
貴
重
な
史
料
で
す
。
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～
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ど
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具
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2022年
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●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

６
月
～

月
８

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

55
1818

（水）（水）

66
2020

（月）（月）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

66
2323

（木）（木）

77
2020

（水）（水）

■
日　

時　

６
月
25
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

茨
木 

恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

展
示
室
１
・
２

　

戦
乱
の
世
に
鉄
砲
や
弓
な
ど
で
戦
っ
た
歩

　

戦
乱
の
世
に
鉄
砲
や
弓
な
ど
で
戦
っ
た
歩

兵
の
足
軽
。
太
平
の
世
と
な
っ
た
江
戸
時

兵
の
足
軽
。
太
平
の
世
と
な
っ
た
江
戸
時

代
、
彦
根
藩
で
は
お
よ
そ
千
人
を
超
す
足
軽

代
、
彦
根
藩
で
は
お
よ
そ
千
人
を
超
す
足
軽

を
弓
組
（
六
組
）
と
鉄
砲
組
（
三
十
一
組
）

を
弓
組
（
六
組
）
と
鉄
砲
組
（
三
十
一
組
）

に
編
制
し
て
召
し
抱
え
、

に
編
制
し
て
召
し
抱
え
、
善善せせ

利利りり

橋橋ば
し
ば
し

やや
中中な

か
な
か

藪藪や
ぶ
や
ぶ

なな

ど
城
下
の

ど
城
下
の
外外そ

と
そ
と

曲曲く
る
く
る

輪輪わわ

に
屋
敷
を
与
え
て
集
住
さ

に
屋
敷
を
与
え
て
集
住
さ

せ
ま
し
た
。

せ
ま
し
た
。

　

日
々
の
彼
ら
は
、
兵
士
と
し
て
求
め
ら
れ

　

日
々
の
彼
ら
は
、
兵
士
と
し
て
求
め
ら
れ

る
弓
術
や
砲
術
な
ど
の
軍
事
鍛
錬
、
武
具
の

る
弓
術
や
砲
術
な
ど
の
軍
事
鍛
錬
、
武
具
の

管
理
な
ど
に
努
め
る
ば
か

管
理
な
ど
に
努
め
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
夜
廻
り
や

り
で
は
な
く
、
夜
廻
り
や

火
消
し
番
な
ど
の
城
下
の

火
消
し
番
な
ど
の
城
下
の

治
安
維
持
を
は
じ
め
、
彦

治
安
維
持
を
は
じ
め
、
彦

根
城
の
石
垣
普
請
や
町
奉

根
城
の
石
垣
普
請
や
町
奉

行
所
の
役
人
を
勤
め
る
な

行
所
の
役
人
を
勤
め
る
な

ど
、
様
々
な
用
務
に
従
事

ど
、
様
々
な
用
務
に
従
事

し
、
藩
政
を
下
支
え
す
る

し
、
藩
政
を
下
支
え
す
る

実
務
者
と
し
て
の
役
割
も

実
務
者
と
し
て
の
役
割
も

果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
に
は
画
人
と
し
て
注
目
さ

中
に
は
画
人
と
し
て
注
目
さ

れ
る
な
ど
、
多
方
面
に
活
躍

れ
る
な
ど
、
多
方
面
に
活
躍

す
る
者
も
現
れ
ま
す
。

す
る
者
も
現
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
軍
事
的
緊
張
が
高

　

そ
し
て
軍
事
的
緊
張
が
高

ま
っ
た
幕
末
維
新
期
、
彦
根

ま
っ
た
幕
末
維
新
期
、
彦
根

藩
の
足
軽
は
活
躍
の
場
を
再

藩
の
足
軽
は
活
躍
の
場
を
再

び
戦
場
に
移
し
、
藩
兵
と
し

び
戦
場
に
移
し
、
藩
兵
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
た
ほ
か
、
西
洋
軍
式
を
導

て
の
役
割
を
担
っ
た
ほ
か
、
西
洋
軍
式
を
導

入
し
た
新
た
な
軍
制
の
担
い
手
と
し
て
台
頭

入
し
た
新
た
な
軍
制
の
担
い
手
と
し
て
台
頭

す
る
者
も
現
れ
ま
し
た
。

す
る
者
も
現
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
古
文
書
や
足
軽
の
家
に
伝
来

　

本
展
で
は
、
古
文
書
や
足
軽
の
家
に
伝
来

し
た
甲
冑
や
鉄
砲
を
は
じ
め
と
す
る
所
持
品

し
た
甲
冑
や
鉄
砲
を
は
じ
め
と
す
る
所
持
品

な
ど
か
ら
、
近
世
に
お
け
る
彼
ら
の
多
様
な

な
ど
か
ら
、
近
世
に
お
け
る
彼
ら
の
多
様
な

実
態
を
紹
介
し
、
そ
の
特
質
に
迫
り
ま
す
。

実
態
を
紹
介
し
、
そ
の
特
質
に
迫
り
ま
す
。

77
2323

（土）（土）

88
3131

（水）（水）

企
画
展

2022
年

2022
年

■
日　

時　

5
月
21
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

古
幡 

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

彦
根
藩
の

彦
根
藩
の
足足あ

し

あ

し

軽軽が

る

が

る

    　
　
　
　

――    

歩
兵
た
ち
の
近
世

歩
兵
た
ち
の
近
世
――

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

井
伊
直
孝
御
書
付
之
写

（
個
人
蔵
）

　

平
家
物
語
に
代
表
さ
れ
る
、
戦
を
題
材
と

し
た
軍
記
物
語
。
こ
れ
ら
は
、
読
み
物
や

語
り
物
と
し
て
楽
し
ま
れ
る
ほ

か
、
物
語
に
描
か
れ
た
登
場
人

物
の
武
勇
や
悲
話
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
が
美
術
工
芸
品
の

意
匠
、
あ
る
い
は
能
な
ど
の
芸

能
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。
本
展
で
は
、
軍
記
物
語

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

を
、
館
蔵
品

の
中
か
ら
紹

介
し
ま
す
。

平
治
物
語

宇治川先陣図小柄（部分）

軍
記
物
語
の
世
界

軍
記
物
語
の
世
界

　
　
　
　

  

――  

語
り
継
が
れ
る
名
場
面

語
り
継
が
れ
る
名
場
面
――

　

能
に
お
い
て
、
中

ち
ゅ
う

啓け
い

を
は
じ
め
と
す
る
小

道
具
や
舞
台
に
据す

え
る
作
り
物
は
、
面お

も
て
や
装

し
ょ
う

束ぞ
く

と
と
も
に
、
演
目
の
内
容
や
登
場
人
物
の

役
柄
を
象
徴
す
る
、
上
演
に
欠
か
せ
な
い
重

要
な
道
具
で
す
。
上
演
の
た
び
に
新
た
に
作

ら
れ
る
作
り
物
に
対
し
て
、
小
道
具
は
様
々

な
種
類
の
道
具
を
常
備
し
、
演
目
や
演
出
に

応
じ
て
使
い
分
け
ま
す
。
本
展
で
は
、
井
伊

家
伝
来
の
小
道
具

や
古
文
書
を
通
し

て
、
能
を
彩
る
道

具
の
意
味
や
役
割

を
演
目
と
と
も
に

紹
介
し
ま
す
。

能
を
彩
る
道
具

能
を
彩
る
道
具

　
　
　
　

  

――  

小
道
具
と
作
り
物

小
道
具
と
作
り
物
――

赤
地
牡
丹
唐
草
図
中
啓

■
日　

時　

■
日　

時　

７７
月月
2323
日
（
土
）

日
（
土
）
1414
時
～
（

時
～
（
3030
分
程
度
）

分
程
度
）

■
講　

師　

北
野

■
講　

師　

北
野  

智
也
（
当
館
学
芸
員
）

智
也
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

■
定　

員　

3535
名
（
先
着
順
）

名
（
先
着
順
）

＊
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
左
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
左
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

火縄銃（個人蔵）

足軽組諸届・願書留（個人蔵）

大坂夏の陣図（部分）大坂夏の陣図（部分）
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彦
根
藩
に
よ
る
飛
脚
利
用

彦
根
藩
に
よ
る
飛
脚
利
用

　

江
戸
時
代
、
現
在
の
郵
便
に
近
い
役
割
を

担
っ
て
い
た
の
が
飛
脚
で
す
。
徳
川
幕
府
が
成

立
し
、
五
街
道
や
宿
場
が
整
備
さ
れ
る
と
、
飛

脚
の
制
度
も
整
っ
て
い
き
ま
す
。
飛
脚
に
は
、

幕
府
が
設
け
た
公
用
飛
脚
や
、
大
名
が
独
自
に

組
織
し
た
大
名
飛
脚
、
民
間
業
者
に
よ
る
町
飛

脚
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

彦
根
藩
で
は
、
藩
が
独
自
に
組
織
し
た
「
御

飛
脚
」（
大
名
飛
脚
）と
、
町
飛
脚
を
活
用
し
て

い
ま
し
た
。
彦
根
藩
の
御
飛
脚
は
、
二
人
組
を

基
本
と
し
、中

ち
ゅ
う

間げ
ん（
武
士
に
仕
え
て
雑
務
を
担
っ

た
者
）
な
ど
が
そ
の
役
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
頻
繁
に
江
戸
と
彦
根
を
行
き
来
し
て
お

り
、
例
え
ば
、
井
伊
家
当
主
等
の
側
近
く
に
仕

え
た
側
役
の
業
務
記
録
で
あ
る
「
側そ

ば

役や
く

日
記
」

（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
）に
は
、「
御
飛
脚
」と「
町

飛
脚
」の
語
が
頻
繁
に
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

同
日
記
に
現
れ
る
飛
脚
の
記
事
は
、
そ
の
発
着

に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
詳
細
は
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
彦
根
藩
が
活
用
し
た
飛
脚

の
料
金
等
の
規
定
が
記
さ
れ
た
、
旧
彦
根
藩
士

の
孕

は
ら
み

石い
し

備
前
家
に
伝
わ
る
「
御
飛
脚
御
荷
物
并

町
飛
脚
一
式
」（
以
下
、「
一
式
」）
と
い
う
資

料
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
内
容
は
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）の
も
の
と
比
定
さ
れ
、
こ
の
資
料

が
孕
石
家
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
当
時
、
九
代
目

当
主
の
泰
都
が
賄

ま
か
な
い役
に
就
い
て
い
た
か
ら
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
賄
役
は
、
藩
主
や
奥
向
き
に
食

糧
を
供
給
す
る
役
職
で
す
が
、
飛
脚
の
差
配
や

そ
の
料
金
の
支
払
い
な
ど
も
受
け
持
っ
て
い
ま

し
た
。

　
「
一
式
」
に
よ
る
と
、
飛
脚
が
目
的
地
に
着

く
ま
で
の
所
用
日
数
な
ど
に
応
じ
て
料
金
が
変

わ
り
ま
す
。「
御
飛
脚
」
の
運
ぶ
荷
物
は
五
貫

目（
約
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）ま
で
が
基
本
で
、
目

的
地
に
着
く
ま
で
の
日
数
な
ど
に
よ
り
料
金
が

変
わ
り
ま
す
。「
四
日
経ぶ

り

」の
飛
脚
便
の
料
金
は
、

銭
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
を
換
算
す
る
と
、
東

海
道
経
由
は
金
約
五
両
一
分
、
中
山
道
経
由
は

金
約
五
両
三
分（
金
四
分
で
金
一
両
と
な
り
ま

す
）。
比
較
対
象
や
時
代
に
よ
っ
て
も
変
動
す

る
の
で
一
概
に
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
金
一
両
は

現
在
の
金
額
で
十
万
円
に
相
当
す
る
と
い
う
計

算
も
で
き
ま
す
の
で
、
現
在
の
感
覚
か
ら
す
る

と
、相
当
な
高
額
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

町
飛
脚
に
つ
い
て
は
、
若
狭
屋
忠
右
衛
門
が
出

入
り
の
飛
脚
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
四

日
経
飛
脚
の
料
金
は
五
両
余
り
と
、
料
金
の
点

で
御
飛
脚
と
あ
ま
り
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
飛
脚
の
場
合
、
送
り
先
と
同
じ
方

向
に
行
く
人
に
荷
物
や
手
紙
を
託
す
、
幸こ

う

便び
ん

に

つ
い
て
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一
番
所
要
日
数

の
短
い
便
が
六
日
経
、
そ
の
料
金
は
金
一
両
余

り
と
、
通
常
の
飛
脚
に
比
べ
て
安
価
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
飛
脚
幸
便
の
出
立
時
刻
に
つ

い
て
も
記
さ
れ
て
い
て
、
九
つ
時（
深
夜
零
時

頃
）に
出
立
す
る
の
で
、
遅
く
て
も
四
つ
時（
夜

十
時
頃
）に
は
飛
脚
に
荷
物
を
渡
す
こ
と
。
遅

れ
る
と
、「
追
掛
飛
脚
」
を
差
立
て
る
こ
と
に

な
り
賃
銀
が
か
か
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
荷

物
を
渡
し
そ
び
れ
た
際
に
、
先
行
し
た
飛
脚
を

追
い
か
け
る
飛
脚
も
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
他
に
、町
飛
脚
の
休
日
は
「
三
・
五
・
七
・

十
」
の
つ
く
日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
各
月
の

出
立
の
日
や
、
お
盆
前
に
上
方
に
飛
脚
が
着
く

た
め
の
並
使
は
六
月
二
十
九
日
を
出
立
の
期
限

と
す
る
な
ど
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
一
式
」か
ら
、彦
根
藩
が
御
飛
脚
に
つ
い
て
、

目
的
地
ま
で
の
所
要
日
数
等
に
応
じ
た
料
金
を

定
め
る
と
と
も
に
、
民
間
業
者
で
あ
る
町
飛
脚

も
、
自
ら
料
金
や
稼
働
日
数
な
ど
に
つ
い
て
細

か
く
定
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
彦
根

藩
は
、
こ
れ
ら
二
種
類
の
飛
脚
を
併
用
す
る
こ

と
で
、
多
く
の
物
や
情
報
を
や
り
と
り
し
て
い

た
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
内
光
久
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

１ 

現
地
見
学
会

　
「
彦
根
市
指
定
文
化
財　
足
軽
組
屋
敷
を
め
ぐ
る
」

　
　

現
在
も
残
る
彦
根
藩
足
軽
の
組
屋
敷
を
特
別
に
公

　

開
し
、
現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
６
日
（
土
） 　

　
　

第
一
部
：
９
時
～
10
時
30
分

　
　

第
二
部
：
11
時
～
12
時
30
分　

　
　
　
　
　
　
　

＊
一
部
と
二
部
は
同
内
容
で
す
。

■
会
場　

旧
彦
根
藩
足
軽
組
辻
番
所
（
彦
根
市
芹
橋

　
　

二
丁
目
）
ほ
か

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）

■
定
員　

各
部
15
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

２ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
彦
根
藩
足
軽
の
実
態
と
特
質

　
　
　
　
　

− 
萩
藩
と
の
比
較
か
ら 

−

」

　
　

足
軽
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
者
を
招
き
、
萩

　

藩
の
足
軽
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
彦
根
藩
足
軽
の

　

特
徴
に
迫
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
20
日
（
土
）　

13
時
～
16
時
30
分

■
会
場　

当
館
能
舞
台
正
面
見
所

■
講
師　

森
下 

徹
（
山
口
大
学
）、
渡
邊 

弘
俊
（
彦

　
　

根
辻
番
所
の
会
）、
北
野 

智
也
（
当
館
学
芸
員
）

■
受
講
料　

５
０
０
円

■
定
員　

65
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

１
、２
共
通
事
項

■
申
込
み
方
法　

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込
み
。

　

①
彦
根
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
申
込
み
。

　

②
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
面
に
、
住
所
・
氏
名
・

　
　

電
話
番
号
を
、
返
信
の
宛
名
欄
に
住
所
・
氏
名

　
　

を
明
記
の
上
、
１
は
当
館
「
足
軽
組
屋
敷
現
地

　
　

見
学
会
」
係
、
２
は
当
館
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
　

係
に
郵
送
（
各
１
人
１
通
）。

　
　

＊
１
の
申
込
み
は
、
第
一
部
か
第
二
部
の
い
ず

　
　
　

れ
か
一
つ
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
期
間　

６
月
１
日（
水
）～
７
月
19
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

＊
必
着

御
飛
脚
御
荷
物
并
町
飛
脚
一
式
（
部
分
）

　

 

企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　

 【
彦
根
辻
番
所
の
会 

共
催
】
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テーマ展

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

６
月
～

月
９

8月 7月 6月

能を彩る道具
 ―小道具と作り物―

6/23～7/20

テーマ展

9月

募
集

■
日
程
・
演
題
・
講
師

①
６
月
４
日（
土
）「
二
十
歳
の
直
弼
、江
戸
へ
ゆ
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
恒
一
（
当
館
学
芸
員
）

②
６
月
18
日
（
土
）「
井
伊
直
亮
の
雅
楽
器
収
集

　
　
　
　
　
　
　

―
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）　

■
時
間　

14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

当
館
講
堂

■
定
員　

各
35
名

■
資
料
代　

各
１
０
０
円

■
受
付　

当
日
受
付

　
　
　
　
（
先
着
順
、
受
付
開
始
13
時
30
分
～
）

１
『
彦
根
藩
史
料
叢
書 

侍
中
由
緒
帳
』
第
17
巻

■
内
容　

彦
根
藩
士
各
家
の
詳
細
な
履
歴
を
記

　
　

し
た
「
侍
中
由
緒
帳
」(

彦
根
藩
井
伊
家

　
　

文
書)

。
本
巻
に
は
、
数
十
石
ク
ラ
ス
の

　
　

中
級
藩
士
二
十
二
家
と
騎
馬
徒
二
十
八
家

　
　

を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■
体
裁　

Ａ
５
判
、
４
１
２
ペ
ー
ジ

■
価
格　

３
８
０
０
円

２
『
彦
根
城
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
32
号

■
内
容　
「
資
料
翻
刻 「
楽
器
類
留
」
続　

弾
き

　
　

も
の
」
髙
木
文
恵
・
渡
辺
恒
一
（
当
館
学

　
　

芸
員
）、「
資
料
翻
刻　

五
十
嵐
半
次
家
文

　
　

書
中
の
大
坂
の
陣
関
係
史
料
」
早
川
駿
治

　
　
（
当
館
学
芸
員
）　

■
体
裁　

Ｂ
５
判
、
80
ペ
ー
ジ

■
価
格　

１
０
０
０
円

＊
当
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
て
購
入
い

　

た
だ
け
ま
す
。
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ（0749-22-6100

）

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

彦
根
藩
史
料
叢
書
・
研
究
紀
要

彦
根
藩
史
料
叢
書
・
研
究
紀
要

講
座
講
座  

私
の
研
究
最
前
線

私
の
研
究
最
前
線

　

巻
物
の
つ
く
り
や
特
徴
に
つ
い
て
学
び
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
巻
物
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

7
月
31
日
（
日
）

　
　

1
～
3
年
生
：
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

4
～
6
年
生
：
10
時
～
12
時

■
場
所　

当
館
講
堂
、
展
示
室

■
講
師　

当
館
学
芸
員

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
・
材
料
代
）

■
定
員　

1
～
3
年
生
、
4
～
6
年
生
：
各
20
名

　
　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
対
象　

原
則
と
し
て
彦
根
市
、
米
原
市
、
愛
荘

　
　

町
、
甲
良
町
、
多
賀
町
、
豊
郷
町
に
在
住
も

　
　

し
く
は
在
学
す
る
小
学
生

■
申
込
み
方
法　

①
②
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込
み
。

　

①
彦
根
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
申
込
み
。

　

②
各
小
学
校
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
印
刷
し
た

　
　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
博
物
館

　
　

に
持
参
も
し
く
は
郵
送
。

■
申
込
み
期
間　

6
月
1
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

　
　

＊
必
着

キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
巻
物
を
つ
く
ろ
う
」

キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
巻
物
を
つ
く
ろ
う
」

7/
21 ・22 

展示替により一部休室

企画展

彦根藩の足軽
―歩兵たちの近世―

7/23 ～8/31

　

現
在
、
開
催
を
予
定
し
て
い
る
展
示
・
講

座
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、
彦
根
市
や
当

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

テーマ展

軍記物語の世界
―語り継がれる名場面―

5/18 ～ 6/20

テーマ展

源氏物語
― 古典の継承と展開―

9/8 ～10/5

特集展示

松居石材商店の歴史

9/8 ～10/4

常設展示　“ほんもの”との出会い常設展示　“ほんもの”との出会い

6
土

現
地
見
学
会

現
地
見
学
会

「
彦
根
市
指
定
文
化
財

　
　
　
　

足
軽
組
屋
敷
を
め
ぐ
る
」

20
土

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
彦
根
藩
足
軽
の
実
態
と
特
質

　
　
　
　

  

―
萩
藩
と
の
比
較
か
ら
ー
」

27
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
⑤

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

 

21
火　
　
　
　
　
　
　

休　

館

◆ 

休
館
の
お
知
ら
せ 

◆

　

展
示
室
の
環
境
整
備
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
【
休
館
期
間
】
９
月
１
日
（
木
）
～
７
日
（
水
）

刊
行
物

23
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

彦
根
藩
の
足
軽 

―
歩
兵
た
ち
の
近
世
―

31
日

教
室
教
室
　　
キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

２
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
③

16
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
④

11
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
②

4
土

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
二
十
歳
の
直
弼
、
江
戸
へ
ゆ
く
」

18
土

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
井
伊
直
亮
の
雅
楽
器
収
集

　
　
　
　
　

―
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
ー
」

25
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

能
を
彩
る
道
具 

―
小
道
具
と
作
り
物
―

10
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

源
氏
物
語
―
古
典
の
継
承
と
展
開
―

松
居
石
材
商
店
の
歴
史

 

1
木 

～ 

7
水　
　
　

休　

館

24
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
⑥

17
土

講
座
講
座　　

「
松
居
石
材
商
店
か
ら
み
る
近
代
彦
根
」

6/
20、22

展示替により一部休室


